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されたの陀対し，太平洋ベノレト上で立地条件の良h整備地域医工業開発地区を設定すベ<. 3 9年 7月K工業整
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昭和40年工業出荷額と 49年工業出荷額(4 0年価格)を比較し，指定基準を満たすのは 12地区である。
(総括表を参照) 4 9年工業出荷額(4 0年価格)の計画値(5 0年目標値で 40年価格 )VC対する実質達成
率で 100需を越すのは仙台湾，富山高岡，松本諏訪，岡山県南，東予，備後の6地区である。 21地区平均は
9 3認であるが特K低いのは 70需未満の秋田湾，徳島，日向延岡，束三河の4地区である。
人口増加数.工業出荷額増分の他.}宮定基準の要件として住宅用地300 ha .工業用地 10 0 0 haが比較
的容易K取得でき，工業用地K見合う工業用水の確保ができるととが挙げられているが，工場適地面積左どから
判断して，とれらは指定時VC;"いて大き左問題が左かったと考えられる。
図ー 1<D数量化E類の結果では指定地区数を 21 1て固定すれば初期条件からみると一部の地区を除き概ね妥当在
指定が左されたといえるが，指定から 10年を経過した時点の人口と工業出荷額を指定基準陀照合して検苛すれ























県が 17.6 %.国も 20.9兎と低<r公社公団依存型」
の特性を示す。 Bグループの5地区は県が26.9%と高
< .市町村も 22. 3自と相対的に高<.逆lて公社公団等
が27.6兎と低<r自治体中心型」の特性を示す。 Cグ
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図-6 重回帰式と相関係数行列
「国庫支出引出型」という特性がある。クース 3でaグノレー プの 10 j也区は生活関連投資の比重が相対的K大き
い。 bグループの3地区は I期(S 3 9→4 2年)の比重訪ミ小さく， m期(s 4 7→49年)の比重坤次きい。生産，
生活関連別でみると中間的である。 cグル プの8地区は生産関連の比重が大きくかっ I期の比重も大きく，先
行的K生産基盤整備K傾斜した投資がされたととK特徴がある。
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額は指定もれ地区の 49年デ-jI.がとれ在かった ②⑤の報告書の補論で筆者がまとめてhる ②名目で最大は
道央の 1兆4千億円，最小は日向延岡の 1.40 0億円である。 21地区平均は3， 9 0 0億円とまる ⑥中心市とし
て工業開発の中心都市を選ぶ(道央は苫小牧市，岡山県南は倉敷市左ど) 文献として⑦日本の地域開発(総合
政策研究会，ダイヤモy ド社)③季T1J国土の新産業都市問題特集号(巻 23-4，巻24-1 )⑫新産業都市等
の現状(経企庁)③新産業都市建設及び工業整備特別地域整備の現況について(国土庁)左どがある。
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